
復興にかける想い・避難されている方へのメッセージ

　こんにちは。浪江町長の馬場有です。
　当町は、今年3月31日に帰還困難区域を除
き避難指示解除を容認いたしました。一部地

域に限りますが、ようやく6年の歳月を要しましたが町内の生活を
再開することができました。震災前の賑わいのある町には戻ってお
りませんが復旧・復興を加速化し町の形態を一日も早く創建したい
と考えております。そして帰還困難区域を解消できるよう除染し、
インフラの復旧・ライフラインの復旧に努め町全体が生活再開でき
てはじめて町の再生・復興になります。当町は現在県内に14,500
人、県外に6,500人の町民が広域分散避難を強いられております
ので、「町とふるさととの絆を維持」するため町の現状と動向等を広
報紙・タブレット端末を駆使しており、全国7か所に復興支援員を配
置し、町民への戸別訪問巡回、近況聞き取りのための電話による相
談受付け、更に絆を深め合う交流会等の開催をしております。
　次に、「生活再建支援」をするために、県内外の仮設住宅等から町
内に帰還する世帯に対し、引越し費用の助成や賠償請求支援強化
に努め、弁護士である当町職員（特定任期付職員）を配置し相談窓
口を設置しております。また、帰還するために町内の住宅修繕、リ
フォームなどの費用の一部を助成し、災害公営住宅（町内・県内）並
びに町内に賃貸公営住宅を建設して住環境整備を行っております。
　一方、「持続可能なまちづくり」をするため町の産業を新たに創造
しなければなりません。現在、請戸漁港を再生し、コンパクトな漁港
修築を図り、市場施設新築・水産加工団地の整備を進めております。
営農再開に向けて農地保全活動に対する助成や花卉栽培への新た
な試みに対しての支援、新たな発想で農業分野に進出する企業の
誘致を考えております。これら以外に、未来のエネルギー「水素エネ
ルギー」製造施設の誘致、「ロボットテストフィールド」によるAI企業
関連施設や研究施設等の誘致を通して雇用の創出を図りたいと考
えております。更に、「次代を担う子供たち」のために子育て支援事
業、避難先での就学（現在約600校へ区域外就学）支援を継続して
おります。来年4月には町内に認定こども園の開設、小中学校の再
開も考えております。いずれにしても多種多様な状況におかれてい
る町民の皆様に寄り添った施策を展開し「町のこし」を進めてまい
りますので、町民の皆様はもとより復旧・復興に携わっている方々
のご協力をお願いし、メッセージに代えたいと存じます。

浪江町

馬場有 町長
　東日本大震災並びに原子力災害から
6年が過ぎ、広野町は、町民の幸せに向
かって共に歩むこの1年をふる里復興・

再生『前進の年』と位置づけ、町の復興・再生への取組みが
目に見える形で具現化できるよう、前進させてまいります。
　広野町は平成29年3月末をもって、応急仮設住宅供与期
間が終了し、帰還の節目の年を迎えました。6月末には町民
の約8割となる4,000人が帰町し、帰還から発展へと、新た
な町づくりのスタートを切りました。
　震災以前は5,500人という規模であった広野町は、廃
炉・除染関係者が約2,500人と双葉郡内からの避難者を加
えた居住人口約8,000人、昼間人口にして約10,000人と
いう人口動態へと向かっている中で、様々な問題を抱えな
がら行政運営にあたっています。
　特に廃炉・除染関係者については、多くが住民票を町に
移しておらず、様々な形で町に大きな影響を与えています。
その数は人員の入れ替わりはあるものの、総数では横ばい
となっており、廃炉作業の完了に向けた30年から40年と
いう長期にわたって相互理解し、共存していく必要があり
ます。
　今後の町づくりとして、震災以降、福島第一原発の事故収
束拠点となり、営業を休止していたサッカーナショナルト
レーニングセンター「Ｊヴィレッジ」が、平成30年夏に一部再
開、平成31年4月全面再開を目指し、日本初となるグラウン
ド1面規模の全天候型練習場の整備をはじめとした復興プ
ロジェクトを進めています。また、平成27年4月に県立の中
高一貫校として開校し、現在仮校舎で授業が行われている
「ふたば未来学園高等学校」の新校舎建設工事が、平成31
年4月の開校に向けて進められています。
　これらの要素を踏まえ、東京電力フュエル＆パワー㈱広
野火力発電所が立地するエネルギーの町として、「命を守
り、人を活かし、未来をつくる町」を標榜し、双葉郡内からの
移住者や廃炉・除染関係者など、新たな住民との共生にも積
極的に取り組み、若い世代が安心して移住や定住、子育てで
きるような町づくりを目指します。

広野町

遠藤智 町長
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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人情
報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

福島県雇用情勢（平成29年7月）

有効求人倍率（受理地別）　1.44倍（全国26位）
　　　　　　（就業地別）　1.59倍（全国21位）
福島県内は、地域、職種別での偏りはありますが、総じて復興需要により仕事
が探しやすい状況にあります。
個別の求人はこの通信のほか、全国のハローワークで検索ができます。
※有効求人倍率/ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。

1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。
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・被災自治体首長からの
メッセージ
・震災後のわが社
「株式会社メイコー福島工場」

で 平成29年9月12日
☎024（529）5438

福島労働局
職業対策課発行

避難している方・福島で働きたい方へ

秋号
平成29年 働く働くでふ ましく
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田村市　南相馬市　川俣町　広野町　楢葉町　富岡町　川内村　大熊町　双葉町　浪江町　葛尾村　飯舘村

　双葉郡広野町にある私たち株式会社メイコー福島工場は、震災による原発
事故により全員避難指示を受け操業停止に追い込まれました。各地に避難し
た従業員たちは、その後神奈川県の本社に設置した対策本部を中心に、互い
に連絡をとりつつ、復興を目指して幾度にもわたって現地調査をおこない、
インフラの復旧や放射線量のレベルを把握した結果、4月末には再開に向け
た活動を開始しました。
　最初はまず8名で復旧作業を開始しました。「こんなことで、これまで従
業員一丸となって築いてきた福島工場を失うわけにはいかない !」そういう
強い想いをもった8名は、まず設備の転倒やダクトの崩落などで歩くこと
もできない工場内の徹底的な片付けからスタートしました。未曽有の困難に
直面したその時のメンバーの働きは凄まじく、わずか1週間で広い構内の
片付け作業が完了しました。
　また、中に入れなかった1か月半ほどの間に漏れた薬液が気化し、工場
全体がサビだらけになったため、これも1週間かけて工場内すべてを磨き
つづけました。そこまでしなければ品質的に合格点が出せない状況でした。
　またお客様の注文には、ほかの生産拠点での代替生産で対応しましたが、
生産工場の変更は、お客様にとっても大きな負担になります。それでも当社
への発注を継続いただいたのみならず、後で工場が復旧した際に、再度福島
工場に戻していただきました。このようなご支援が工場再開の非常に大きな
原動力になりました。
　その後避難指示が解け、工場の復旧が進んで、いざ従業員を呼び戻す段階
になると、地元での住宅探しがさらに大変でした。ほとんどの従業員が自宅
には戻れない状態だったので、何とか住むところを確保しなければなりませ
ん。しかし、残念ながら地元のアパートは、全国から集まる復興関係者がほ
とんど抑えていて借りられる余地はほとんどありませんでした。その中で毎
日毎日不動産屋に通い詰めていくうちに、少しずつ物件がでてきて、やっと
住める状況になってきました。今ではだいぶ住宅事情もよくなりましたが、
それでもなお住居の確保には苦労しています。
　防災の面でも、柱に筋交いを追加した補強工事や設備の転倒防止策のほか
初動対応を判断するための地震計を整備しました。またグループ全体を対象
とした安否確認システムも導入するなど、BCP体制を大きく見直しました。
　また、2015年には工場敷地内の大きな空地を利用して、太陽光発電シス
テムを導入しました。これにより震災以降、福島県や地元広野町が積極的に

進めている再生可能エネルギーの普及による復興や環境負荷低減社会の実現
に大きく貢献できると考えています。
　このように、この6年間お客様や地元の方々をはじめご支援いただいて
いる皆様のご期待に応えられるよう、製造部門も管理部門も必死で復興に努
力をしてまいりました。ただ、やはり従業員には厳しさだけでなく、ゆとり
や息抜きといったものも必要です。そのため、せめて食堂のエリアだけは従
業員が心からゆっくりできる環境にしたいと思い、リラックスルームを開設
しました。床を明るくし、熱帯魚の水槽もおき、マッサージチェアや血圧計
なども用意しました。さらに食堂の大きなガラス窓に向けてカウンターと椅
子を設けました。ここからは、太陽光発電システムが展望できるようになっ
ています。
　メイコー福島工場は、現在男性が約100人、女性が約50人の工場で比
較的人数の多い工場です。これからも、広野やその周辺地区には徐々に人が
戻ってくると思いますが、その時に私たちのような会社が活動していること
で、少しでも不安を和らげ安心していただくことができればと思っています。
　そして、このメイコー福島工場が復興の「モデル企業」となれるよう地域
に活気を与えていきたいと考えています。
　私たちの工場が、これまで復興のために頑張ってこられたのは、国や県、
広野町などの地方自治体、お客様やお取引先様、近隣の企業様など様々な方々
の支えがあったからこそと心から思っています。改めてお礼申し上げます。
まだまだ、課題は山積していますが「忘れない、復興スピリッツ !」を肝に銘じ、
今後も地域に根ざした良い工場を目指して皆で努力してまいります。

株式会社メイコー福島工場

震災後のわが社　～忘れない、復興スピリッツ～

【事業所紹介】
所在地：福島県双葉郡広野町　　事業内容：電子回路基板の製造

食堂コーナー 社屋及び太陽光発電所
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HelloWorkハローワークインターネットサービスハローワークインターネットサービス
全国のハローワークが受理した求人情報のうち、求人企業が当ホームページに掲載を希望している求人を検索することができます。
□事業所名や電話番号を閲覧できます。　□求職登録すると閲覧できる情報が増えます

ホームページアドレス
https: //www.hellowork.go.jp/

HelloWork Internet Service 求人情報検索

平成29年度福島帰還希望者就職支援事業

ふるさと・ふくしま
合同就職面接会

10/7

in 東京 2017

開催日時

「ふくしま」で待っています

多数の皆様のご参加をお待ちしております！

（土）
13：00～15：00 （受付12：00～）

福島県内企業
30社

参加企業

東京交通会館 12階　  
  ダイヤモンドホール
千代田区有楽町2-10-1

開催場所

参加無料事前申込不要

参 　 加
対 象 者

★ 福島県から避難している首都圏　
　 に居住している方
★ 首都圏の大学等卒業予定の方
　 （既卒者含む）
★ 福島県での就職を希望する方
★ 福島県に興味のある方

お問い
合わせ

福島労働局　福島県福島市霞町1－46　職業対策課　☎024－529－5438
【主催】 厚生労働省福島労働局　【共催】 福島県

平成28年10月22日(土)東京国際フォーラムで開催した
「ふるさと・ふくしま合同就職面接会ｉｎ東京2016」の様子

福島県、
公益社団法人福島相双復興推進機構

（福島相双復興官民合同チーム）

福島広域雇用促進支援協議会の
相談コーナーもあります。

主催者HPはこちら 福島労働局 http://fukushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/検 索

JR 東京駅

JR有楽町駅

東京交通会館
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外堀通り

日比谷通り

●
東京国際フォーラム

鍛
冶
橋
通
り

●帝国劇場●ペニンシュラ東京●ペニンシュラ東京

●ビックカメラ●ビックカメラ

P

駐車場出入口

厚 生 労 働 省

福 島 労 働局


